







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る」ということを」（hoti ze썚i：1170 b 1）知覚しているとか，「「存在し
ている」ことを」（hoti estin：1170 b 11）知覚しているというように，
文あるいは命題のかたちを用いて表現しているところがある。これは
65田中：自己とはだれか
自己知覚が言語のはたらきを含むことを考慮に入れてのことであろう。
また『政治学』一巻二章参照。「動物の中で人間だけが言語を持つ。
他方，鳴き声や吠え声は他の動物にもそなわっている。これは苦痛と
快楽の表現であり，かれらも苦痛と快楽の感覚を持ち，それをお互い
に伝え合うところまでは，自然本性を発達させているからである。し
かし言語は，利益と害悪を，したがってまた正義と不正を明らかにす
るためのものである。そしてこのこと，すなわち，よいことと悪いこ
と，および正義（ただ）しいことと不正なことその他の知覚を有する
ことが，他の生き物とは異なり人間だけに特有のことなのである。そ
して人間がこれらを共有することによって，家と国家が生まれるので
ある」（1253a9-18）
(８)『エウデモス倫理学』では，この両者を「認識（認知）‘gno썚sis’」の一
語でまとめている（1244b28：「生きているとは，認識活動をしている
こと（gno썚sin tina）である」）。
(９) 小論では「自己知覚」を，「知覚の知覚」として，あまりにも厳密に
限定して扱いすぎたかもしれない。アリストテレスがいま論じている
「自己知覚」は，まず「生の知覚」である。私たちはこれをまずむしろ
「活動の知覚」と理解すべきであろう。アリストテレスも，「見ている
こと」と「聴いている」ことの知覚のほかに「歩いている」ことの知
覚の例を挙げており（1170a30），「その他についても同様に，私たち
は私たちが活動していることを知覚する」（1170a31）とまとめている
からである。私たちの常識からしても，「生きている」ことを，「知覚
している」こととして捉えるより，「活動している」ことと捉えるほう
が自然である。
しかし他方，アリストテレスはこの議論の初めに，「生きていると
は，感覚ないしは認識していることである」（1170a19）とかなり限定
的に言い切っていることも事実である（つまり「生きている」とは「知
覚している」ことであると）。ここにはたしかに，「生」についての，
アリストテレス独自の見方が表明されている。しかしこの「知覚」は
かならずしも身体的感覚のような受動的な知覚のみを意味しているの
ではなく，私たち人間が，広くさまざまな活動の中で―얨すなわち，
作ること，為すこと，見ることの中で―얨それらの積極的で能動的な
活動をとおして知覚する感覚と認識を包括していると考えるべきであ
ろう。つまり私たちが前に描写を試みたような，子育てその他の人間
生活の多様で豊かな活動をすべて包み込んでいるのである。人間のそ
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のような高度な「活動」とその「知覚」は―얨品性のすぐれた人の生
き方であればなおのこと―얨とうぜん言語のはたらきを必要とするだ
ろう。また絵画や音楽といった活動では，言語に代わるものとして，
色彩や線や，メロディーやリズムなどの記号が用いられる。そして言
語や記号というものが，なんらかの共同体の中で，つまり友と共に生
きることの中でのみ意味を持つことは明らかであろう。
(10) 前掲씗註７>の『政治学』一巻二章参照。
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